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　地域おこし協力隊として東峰村に着任してからを振り返ると、色々な事を経験させてもらうこ

とが多かったと思います。今まで全く関わることが無かった撮影、編集、放送そして防災無線。

特に防災無線は音声だけが流れるものなので、発音、言葉の区切り、速さ…全てが手探りでした。

何度か広報紙の活動日誌で、どうすれば良いのか分からなかった時にアドバイス等をください！

と書かせてもらいました。書いた後に、お会いした村民の方々に、アドバイスや反応をしてもら

えて本当に助かりました。ありがとうございました。

　東峰村に住んで心に残ったことの一つは、春夏秋冬がはっきりとわかる所だと思います。春は

満開の桜とお花見、夏には田植え、夏祭り、秋は運動会に紅葉の景色、冬は一面真っ白の雪景色。

こんなにはっきりとした四季を感じることが出来とても幸せなことだと思いました。
　そして、もう一つが九州北部豪雨。自然の力、水の力の強さに圧倒させられて見ている事しか

出来なかった事を覚えています。時間が経つにつれて増えていく川の水、止まない雨と雷。そして、

夜に出て周りを見渡しても停電で灯りは無く、川を流れる水の音が聞こえるばかりで、漠然とし

た不安に襲われたのを覚えています。夜が明けてから災害の爪痕を目の当たりにし驚きでしかな

かったです。どこかで、災害が起こった時は他人事のように見ていたことが、まさか自分自身に

降りかかる事になるとは思いませんでした。

　災害が起こったことで自分は何がしたいのか、後悔したくないことは何だと自分に問いかけ出

た答えが地域おこし協力隊としての活動を終わらせ、自分のしたかった仕事に就こうと思いまし

た。短い期間でしたが、とても濃く大切な思い出を作ることのできた期間でした。休みの日に一

緒に遊んでくれた方々、世間話や気に掛けて声をかけて下さった方々、お家でとれた野菜や果物

など色々と下さった方々、悩んだ時に話を聞いて下さった方々、本当に書き出したらきりがない

程に色々な方にお世話になりました。市内にいたら体験できないことを沢山させて頂けて本当に

感謝しています。本当にありがとうございました！ ( ⋈◍＞◡＜◍ )。✧

地域おこし協力隊 岡本隊員
活動終了のお知らせ

③②①

写真（これまでに制作したもの）

①研修先にて撮影　②東峰村成人式用 CD 作成　③ウォーキングマイレージランキング画面作成
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　この度、地域おこし協力隊を 12 月末日で退任することになり

ました。１年 4 ヶ月と短い間でしたが、この東峰村にきて様々な

ことを体験させていただきました。村のお祭りやイベントに参加

し撮影をしたり、変わりゆく季節の写真を撮ったり、協力隊のイ

ベントに参加したりと、とても濃い日々を過ごしてきました。

　私は、情報発信というミッションで東峰村に来て、毎月発行の

村の広報紙を作らせていただきました。最初は何も分からず、何

を書いたらいいのか、間違いがないか、15 日の発行日が訪れる度

にドキドキしていました。記事に載せる写真の撮り方も、何も考

えず撮るだけではなく、構図や色味を考えてシャッターを切るも、

実際パソコンに取り込んで見てみると、思っていたのと違ってい

たりします。このイベントの写真を広報紙の表紙に使いたかった

のに ... ということが何回もありました。表紙は毎回悩んで作って

いました。

　そんな中、今年の 7 月 5 日に発生した九州北部

豪雨のことを記事に載せた 8 月号は、私の中でも

特別な号になりました。あの激甚災害の現状を多く

の方に知ってもらいたい、記録として残したいとい

う思いで一から紙面構成を考え時間をかけて作りま

した。時には、現場の写真を撮りに行ったこともあ

ります。そうして出来上がった広報紙が新聞記事に

なったことは、私の一生の思い出となりました。

　このような時期に、退任することは大変心苦しく

申し訳ない気持ちです。今までお世話になった方々

や村民の方々に感謝いたします。協力隊を退任して

も、東峰村の景色、出会った方々が大好きなので第

二の故郷と思い、また遊びにきたいと思います。

　本当にありがとうございました。

地域おこし協力隊 板谷隊員
活動終了のお知らせ

①

②

③ ④

⑤ 

写真（これまでに撮影したもの）
①宝珠山駅　②春の民陶むら祭　③つつじが綺麗な皿山　④棚田の火祭り　⑤今まで制作した広報紙


